
公益社団法人天童青年会議所 2024 年度 事業計画書（案） 

 

将棋大会特別委員会 

委 員 長：門脇 皓嗣    委員：川股 隆宏 

副委員長：増子 貴彦   委員：今野 未菜 

幹  事：水戸 慧一   委員：佐藤 元一 

   委員：鈴木 雄太 

＜事業名＞ 

１．第 45 回全国中学生選抜将棋選手権大会（第 26 回女子の部）及び記念事業の実施 

  県、地区予選会への協力 

２．全国中学生選抜将棋選手権大会の更なる発展を目指した運営の模索 

３．将棋関連事業全般への協力 

４．全員で取り組む会員拡大 

５．積極的な出向ならびに出向者への支援と各種大会への積極的な参加 

６．関係諸団体との連携を通じたまちづくり事業への協力 

７．ブランディング確立に向けた運動の推進 

８．その他 

 

＜基本方針＞ 

 平成や令和を代表する棋士たちが活躍することにより、将棋は様々な媒体を通して目に

する機会が多く、私たちは天童の魅力である将棋をより身近に感じられるようになりまし

た。この盛運となっている今、天童の誇りである将棋の歴史や文化が多くの人びとに広く

浸透するには将棋の魅力を多くの市民に認識してもらう必要があります。 

 まずは、将棋がかけがえのない地域の財産であると市民により認知してもらうために、

「青少年の健全育成」「将棋人口の拡大」「地場産業の発展」を理念に全国中学生選抜将棋

選手権大会を開催し、市民が天童の将棋文化に愛着を持てる大会を目指します。そして、

本大会が弛まぬ歴史を積み重ねる大会となるために、これまでの歩みを振り返り、大会の

意義を共有する記念事業を実施します。さらに、時代に即した新たな運営方法を探求する

ために、これまでの歴史や伝統を踏襲しつつ、主役である中学生棋士の未来への成長につ

ながる方法を模索します。また、大会の要となる将棋を地域の更なる発展へとつなげるた

めに、関係諸団体と積極的に相互連携を取り、将棋関連事業全般への協力を行います。 

将棋の持つ力が多くの市民に行き渡り、まちの発展が地域活性化へと好循環をもたらし、

将棋の聖地として誇れる天童を創出します。 

 

＜事業概要＞ 

１． 第 45 回全国中学生選抜将棋選手権大会（第 26 回女子の部）の開催（例会） 

県、地区予選会への協力 



日 時：2024 年 8 月 2 日（金）・3 日（土）・4 日（日） 

場 所：ほほえみの宿 滝の湯 

 

１－１ 第 45 回全国中学生選抜将棋選手権大会 45 周年記念レセプションの実施 

日 時：2024 年 8 月 2 日（金） 

場 所：ほほえみの宿 滝の湯 

対象者：関係者 

内 容：これまでの歴史を振り返り、大会関係者への感謝の意を表します。 

 

 １－２ 上記大会の県、地区予選への協力 

     ・第 45 回全国中学生選抜将棋選手権大会 天童地区予選 

     ・第 45 回全国中学生選抜将棋選手権大会 山形県予選 

 

２．全国中学生選抜将棋選手権大会の更なる発展を目指した運営の模索 

 

２－１ 運営方法の継続・実施 

   ・礼を重んじる大会 

   ・将棋駒の製作実演・販売及び駒製作工程のパネル展示（駒組合への協力依頼） 

   ・天童市内中学生から運営面での協力をいただく 

 

２－２ 更なる発展を目指した運営の模索 

     ・実行予算の精査 

     ・協賛金収集の精査 

      ・協賛金収集方法の模索 

     ・SNS を活用した情報の発信 

     ・企業と連携した新たな試み（予定） 

 

２－３ 中学生棋士のための運営の模索 

日 時：2024 年 8 月 3 日（土） 

場 所：ほほえみの宿 滝の湯 

対象者：大会出場選手、プロ棋士（予定） 

内 容：交流事業（予定） 

 

 

３．将棋関連事業全般への協力 

     ・天童市民将棋大会・大山康晴十五世名人杯争奪将棋大会等 

     ・関係諸団体と連携をとり、SNS を使用した相互発信 



 

４．全員で取り組む会員拡大 

 

５．積極的な出向ならびに出向者への支援と各種大会への積極的な参加 

 

６．関係諸団体との連携を通じたまちづくり事業への協力 

 

７．ブランディング確立に向けた運動の推進 

 

８．その他 

 

＜年間スケジュール＞  

別紙にて 

 

＜予 算＞  

別紙にて 

 

＜年間テーマ＞ 

明日やろうは馬鹿野郎 

＜委員長コメント＞ 

第 45 回という節目の大会を運営する自覚と責任を持ち、今後更なる発展と新たな進化を遂

げられるよう委員会全体で挑戦して参ります。一年間よろしくお願い致します。 

 


